
 

コース４９ 小江戸川越七福神巡り
こえどかわごえしちふくじんめぐり

 

リーダー   ＣＬ N/S     SL  E/S  

実 施 日   令和２年１月７日（火）   

天  候   曇り   グレード  A 上   

参 加 者   ２５人（男性 ２ 女性２３）    

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備    考 

秋葉区役所前  6：10 10 分遅れで出発。新津駅西口 5 人乗車 

妙善寺（毘沙門天） 10：10 10：24 ２班に分かれスタート。いきなりの行列 

天然寺（寿老人） 10：50 10：56 ご利益は多岐だが、長寿の神 

喜多院（大黒天） 11：23 12：15 隣接する仙波東照宮境内で昼食と記念撮影 

成田山（恵比寿天） 12：16 12：20 福の神の代表で鯛が釣れるように祈願 

蓮馨寺（福禄寿神） 12：23 12：26 高年になると延寿福楽の益を得たい 

妙昌寺（弁財天） 13：00 13：10 七福神唯一の女神だがお姿が見えず 

見立寺（布袋尊） 13：25 13：38 大腹と大袋。お姿は両腕を上げバンザイ 

菓子屋横町 13：39 13：55 昔懐かしい駄菓子を楽しんで買物 

蔵造の町並み・時の鐘 14：05 14：35 江戸時代の面影を残す町並みを見学 

川越市役所 P 14：50 15：00 時間通り。皆さん約６.1ｋｍを 16,000 歩 

秋葉区役所前 19：30  無事に帰着。新津駅西口へ 

山行等概要（幹事のコメント）     

・ 新年は城下町のただづまいを残す

小江戸と言われる川越の七福神で

福を得ようと企画した。 

・ 縁日の喜多院では多くの露店が並

ぶ。菓子屋横町そして蔵造の町は

大勢の人で賑わっていた。 

・ 目的は七福神巡りではあるが、ガ

イドの方の説明から分かったこと

は、江戸時代の川越藩の城下町で

栄え、歴史的建造物が多く残って

いて、まさしく現在は観光都市に

なっていることに感銘した。 

・ みなさまにいっぱい福が来ま

すように！！ 

  



 

「小江戸川越・七福神巡り」に参加して 

 

834 Y/S 

 

お天気は夕方まで降らないようだ。傘は持たずに区役所 6 時過ぎ出発。高速道路を乗り継

ぎ車窓から雪景色が見え始める。新津は今季全然降らないので。何か新鮮な気持ちになる。 

 

川越に 10 時頃到着。七福神巡り

のはじまりだ。 

 

妙善寺の毘沙門天・天然寺の寿老

人・喜多院の大黒天・成田山の恵比

寿天・連馨寺（れんけいじ）の福禄

寿神・妙昌寺の弁財天・見立寺の布

袋尊を次々とお参りする。 

印象に残ったのは第一番毘沙門天の

お参りの時、凄い行列で時間がかか

り先が思やられる。      

それ以後はそれほどの混雑でなかっ

たが。喜多院をお参りする。ここ仙

波東照宮は日光・久能山につぐ日本

三大東照宮と知る。何度も火災に会

いその都度再建され、再建のつど燈

籠も建てられた。その中には江戸時

代のものもあるそうだ。鐘撞堂は当

初からのもので、今でも除夜の鐘を

町の人が行列をしてつきに来ると

か。立派な葵の門が家康を偲ばせ

る。家光の乳母のお福（春日局）の

部屋を江戸から移築されているとい

うので楽しみにしていたが、見られ

ず残念であった。（あの日は休みだっ

たようだ）境内のお団子屋さんの店

先のテ－ブルを借りお昼ご飯。ガイ

ドさんがお団子を差し入れてくれ

る。おでんを注文した人もいた。 

布袋尊では万歳をした珍しい布袋

尊の仏像だった。弁財天は八つの手

がある珍しい形だそうだが分からな

かった。2 班に分かれてのガイドつ

きで色々説明があり良かったし、  

  

妙善寺の毘沙門天は行列 天然寺の寿老人 

  

天然寺の水琴窟 仙波東照宮 

  

仙波東照宮元禄建立の鳥居 仙波東照宮境内で昼食 

  

縁日の喜多院境内 喜多院の大黒天 

  

成田山川越別院の恵比寿天 



 

新年早々の七福神のお参りで今年は

福が舞い降りてきそうだ。次は菓子屋

横丁です。駄菓子屋さんが連なり、川

越はさつま芋の産地だけあってさつま

芋の駄菓子が色々あった。小豆とさつ

ま芋を米粉で包んだ 百八十円の熱々

のお饅頭を皆で買って食べる。 

その先は川越の象徴の【時の鐘】で

す。趣のある形でそびえている。そこ

で記念撮影。今でも一日に何度か時を

告げているそうだ。 

どんな音色なのだろうか？その一帯

は江戸情緒あふれる蔵や古い家並が両

側に続く。着物を着た若い娘さんが町

並みに似合っている。こんなに賑わう

ようになったのも若者が町おこしで立

ち上がったお陰だそうだ。市役所でガ

イドさんとお別れ。見送ってくれたガ

イドさんが乱れることなく余裕を持っ

て歩いてくれたと褒めていました。 

帰路スキ-場のナイタ-の明かりがみ

えもう少し降れば良いのにと他人事な

がら心配になる。 

 

川越は家康が江戸にお城を築いてか

ら江戸の重臣達が治めた歴史ある街で

前からずうっと頭にあった町でした。

期待にたがわず勉強になったし楽しめ

た旅でした。 

リ－ダ－・サブリ－ダ－・参加された

皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

サブリーダーのブログ 

「ウズラの里山日記」川越七福神巡り 

 

  

連馨寺の福禄寿神 

  

妙昌寺の弁財天 

  

見立寺の布袋尊 菓子屋横町 

  

蔵造りの町並み 

 

「時の鐘」で A 班のみなさん 

https://ameblo.jp/hiking1315/entry-12565795634.html?frm_src=favoritemail


 

 

 

 

 

川越市シルバー人材センターの 

観光ガイド２名の方に 

お世話になりました。 



 

 

 

 

 


